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■
決
算
の
概
要

　

令
和
４
年
度
一
般
会
計

の
決
算
は
、
歳
入
総
額
が

72
億
２
６
３
８
万
円
（
対
前
年
度

比
０
・
４
㌫
減
）、
歳
出
総
額
が

66
億
１
７
５
８
万
円
（
５
・
８
㌫

減
）
と
な
り
、
前
年
度
決
算
と
比

較
し
て
歳
出
が
４
億
円
ほ
ど
減
少

し
ま
し
た
。
減
少
と
な
っ
た
要
因

は
、
昨
年
８
月
に
発
生
し
た
豪
雨

災
害
に
関
す
る
経
費
な
ど
約
５
億

円
を
翌
年
度
へ
繰
り
越
し
た
こ
と

が
主
な
も
の
で
す
。

　

歳
入
歳
出
の
差
引
額
は

６
億
８
８
０
万
円
の
黒
字
決
算
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
令
和

■
一
般
会
計
歳
入

（
総
額
72
億
２
６
３
８
万
円
）

　

歳
入
で
は
、
各
事
業
の
増
減
が

あ
っ
た
も
の
の
、
総
額
で
は
前
年

度
と
比
較
し
て
３
１
２
０
万
円
減

■
一
般
会
計
歳
出

（
総
額
66
億
１
７
５
８
万
円
）

　

歳
出
総
額
は
前
年
度
と
比
較

し
て
４
億
９
０
９
万
円
減
の

66
億
１
７
５
８
万
円
と
な
り
ま
し

①歳入総額 72 億 2,638

②歳出総額 66 億 1,758

③歳入歳出差引額（①－②） 6億 880

④翌年度に繰り越すべき財源 ３億 2,709

⑤実質収支（③－④） 2億 8,171

⑥単年度収支 7,658

⑦財政調整基金積立金 3億 6,869

⑧繰上償還金 0

⑨財政調整基金取崩額 5億 8,588

⑩実質単年度収支

（⑥＋⑦＋⑧－⑨）
▲ 1億 4,061

表１　一般会計の決算収支状況
〔単位：万円〕

の
72
億
２
６
３
８
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

歳
入
全
体
の
47
・
４
㌫
を
占
め

る
地
方
交
付
税
で
は
、
普
通
交
付

税
が
１
億
２
９
７
８
万
円
の
増

額
、
災
害
や
震
災
復
興
な
ど
の
特

別
な
事
情
で
交
付
さ
れ
る
特
別
交

付
税
が
３
４
１
万
円
の
減
額
の
合

計
１
億
２
６
３
７
万
円
の
増
と
な

り
ま
し
た
。
国
・
県
支
出
金
で
そ

れ
ぞ
れ
の
事
業
確
定
に
伴
い
対

前
年
度
比
１
億
４
６
７
万
円
減
少

し
た
一
方
、
財
政
調
整
基
金
な
ど

か
ら
の
繰
入
金
が
対
前
年
度
比

４
８
８
１
万
円
の
増
額
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
自
主
財
源
の
確
保

に
つ
い
て
は
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
が
前
年
度
を
３
０
１
４
万
円

上
回
る
１
億
９
４
３
２
万
円
と

な
り
ま
し
た
が
、
一
般
寄
附
金

が
６
３
２
５
万
円
と
大
き
く
減

少
し
た
た
め
、
寄
附
金
総
額
が

２
４
１
１
万
円
の
減
額
と
な
り
ま

し
た
。

た
。
目
的
別
の
前
年
度
と
比
較
し

た
主
な
増
減
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

総
務
費
＝
令
和
４
年
８
月
に
発
生

し
た
豪
雨
災
害
の
復
旧
事
業
の
財

源
と
し
て
多
く
の
一
般
財
源
を

充
て
た
こ
と
で
、
財
政
調
整
基

金
に
積
み
立
て
が
で
き
な
か
っ

た
た
め
、
４
億
１
４
０
４
万
円

の
減
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
映
像
機
器
高

度
化
更
新
事
業
の
完
了
に
よ
り

１
億
２
０
１
２
万
円
の
減

民
生
費
＝
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品

等
価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
事

業
の
実
施
に
よ
り
４
６
７
８
万
円

の
増
加
と
な
っ
た
が
、
非
課
税
世

帯
臨
時
特
別
給
付
金
事
業
や
子
育

て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
事
業
の

完
了
に
伴
い
１
億
２
９
９
２
万
円

の
減

消
防
費
＝
喜
多
方
地
方
広
域
市

町
村
圏
組
合
消
防
費
負
担
金

２
５
０
５
万
円
の
増
、
消
防
屯

所
や
防
火
水
槽
、
小
型
動
力
ポ

ン
プ
付
積
載
車
の
整
備
な
ど
で

４
１
０
２
万
円
の
増

災
害
復
旧
費
＝
８
月
に
発
生
し
た

農
地
及
び
農
業
用
施
設
、
林
業

施
設
の
災
害
復
旧
に
係
る
経
費

７
０
９
８
万
円
の
増

　決算に表れる数字は、町がどのような事業に取り組

みどれだけのお金を使ったのか、財政状況や将来の負

担はどうなるのかなどを読み取るために重要な役割を

果たします。

　今月号では、町議会９月定例会で認定された令和４

年度の一般会計および特別会計などの決算の概要につ

いてお知らせします。

５
年
度
に
繰
り
越
し
た
事
業
に

３
億
２
７
０
９
万
円
の
財
源
が
必

要
と
な
る
た
め
、
歳
入
歳
出
差
引

額
か
ら
令
和
５
年
度
へ
繰
り
越
す

べ
き
財
源
を
差
し
引
い
た
実
質
収

支
は
２
億
８
１
７
１
万
円
の
黒
字

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
３

年
度
の
実
質
収
支
を
差
し
引
い
た

単
年
度
収
支
は
７
６
５
８
万
円
の

黒
字
と
な
り
ま
し
た
。（
表
１
参

照
）。

一般会計＝町の基本的な行政運営のための会計。福祉や土木、教育などの一般
的な事業を行う。依存財源＝国や県などから交付されるお金。自主財源＝町が
自ら収入できるお金。地方交付税＝一定水準の行政サービスができるように自
治体の財政状況に応じて国から交付されるお金。町債＝道路改良や施設整備な
どを行う際に、その資金として長期的に借り入れるお金。また、財源不足を補

うため地方交付税の代わりに借りるお金。繰入金＝基金（積立金）や特別会計
から入るお金。総務費＝役場庁舎の維持管理、地域振興、情報政策などに要す
るお金。民生費＝児童や高齢者、障がい者福祉などに要するお金。公債費＝町
債などの借入金の返済に充てるお金。財政調整基金＝町の貯金。予算に不足が
生じた場合は取り崩し、余裕ができた場合は積み立てる。

【依存財源】
①地方交付税 34 億 2,226 万円（47.4㌫）

②国庫支出金 6 億 7,857 万円（ 9.4㌫）

③県支出金 5 億 1,429 万円（ 7.1㌫）

④町債 4 億 2,900 万円（ 5.9㌫）

⑤その他（地方譲与税など）2 億 6,982 万円（ 3.7㌫）

【自主財源】
⑥町税 6 億　526 万円（ 8.4㌫）

⑦繰入金 6 億 1,468 万円（ 8.5㌫）

⑧繰越金 2 億 3,091 万円（ 3.2㌫）

⑨寄附金 2 億 1,520 万円（ 3.0㌫）

⑩その他（使用料など） 2 億 4,639 万円（ 3.4㌫）

【目的別】
❶総務費 15 億 9,587 万円（24.1㌫）

❷民生費 11 億 4,437 万円（17.3㌫）

❸公債費 8 億 5,863 万円（13.0㌫）

❹土木費 8 億 4,552 万円（12.8㌫）

❺農林水産業費 6 億 5,184 万円（ 9.9㌫）

❻衛生費 5 億　124 万円（ 7.6㌫）

❼教育費 3 億 6,846 万円（ 5.6㌫）

❽消防費 2 億 9,958 万円（ 4.5㌫）

❾その他（商工費など） 3 億 5,207 万円（ 5.2㌫）

（一般会計）（一般会計）

歳入歳入
72億2,638万円72億2,638万円

依存財源依存財源
53億 1,394 万円 （73.5㌫）53億 1,394 万円 （73.5㌫）

自主財源自主財源
19億 1,244 万円19億 1,244 万円
（26.5㌫） （26.5㌫） 

①①

②②
③③

④④

⑤⑤

⑥⑥

⑦⑦
⑧⑧ ⑨⑨

⑩⑩

町の家計簿町の家計簿
令和４年度令和４年度
決 算 報 告決 算 報 告

（一般会計）（一般会計）

歳出歳出
66億1,758万円66億1,758万円

❶❶

❹❹

❺❺

❻❻

❼❼

❷❷

❸❸

❽❽ ❾❾

用語解説

総務課　財政係
一条 駿 主事
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■
財
政
健
全
化
に

　

関
す
る
比
率
等

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
で
は
、
①
実
質

赤
字
比
率
、
②
連
結
実
質
赤
字
比

率
、
③
実
質
公
債
費
比
率
、
④
将

来
負
担
比
率
の
４
つ
の
比
率
で
判

断
す
る
健
全
化
判
断
比
率
と
⑤
資

金
不
足
比
率
を
議
会
に
報
告
し
、

町
民
の
皆
さ
ん
な
ど
に
公
表
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
決
算
で
は
、
一
般

会
計
、
特
別
会
計
す
べ
て
の
会
計

に
お
い
て
赤
字
は
な
く
、
公
営
企

業
会
計
で
の
資
金
不
足
も
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
実
質
赤
字
比
率
、

連
結
実
質
赤
字
比
率
、
資
金
不
足

比
率
は
算
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
実
質
公
債
費
比
率
と
将
来
負

担
比
率
は
表
４
の
と
お
り
で
、
両

比
率
と
も
国
が
定
め
る
基
準
値
を

大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。

■
今
後
の
見
込
み

　

今
後
の
公
債
費
の
見
込
み
は
、

認
定
こ
ど
も
園
整
備
な
ど
の
大
規

模
事
業
実
施
時
に
借
り
入
れ
し
た

地
方
債
の
返
済
が
始
ま
っ
た
た

め
、
令
和
４
年
度
を
ピ
ー
ク
に
令

和
７
年
度
ま
で
８
億
円
を
超
え
る

償
還
が
続
く
見
込
み
で
、
以
降
、

緩
や
か
に
減
少
し
て
い
き
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
地
方
交
付
税
な
ど

の
依
存
財
源
が
多
く
、
そ
の
動
向

に
よ
っ
て
各
種
指
標
の
増
減
や
財

政
構
造
の
弾
力
化
を
は
じ
め
、
財

政
運
営
全
般
に
わ
た
り
大
き
な
影

響
を
受
け
て
い
ま
す
。
今
後
も
国

の
動
向
や
地
方
交
付
税
の
推
移
に

注
視
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
な
ど
の
自

主
財
源
の
確
保
、
国
・
県
補
助
金

の
活
用
、
公
債
費
の
後
年
度
負
担

を
中
長
期
的
に
反
映
さ
せ
た
計
画

的
な
町
債
の
借
り
入
れ
な
ど
、
多

角
的
な
視
点
を
持
っ
て
持
続
可
能

な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

総
務
課　

財
政
係

　

☎
45
―
２
２
１
１

　

実
質
公
債
費
比
率
の
減
少
の
主

な
要
因
は
、
普
通
交
付
税
の
増
額

な
ど
に
伴
う
指
標
の
分
母
と
な
る

標
準
財
政
規
模
の
増
額
で
す
。
ま

た
、
将
来
負
担
比
率
の
増
加
の
主

な
要
因
は
、
地
方
債
現
在
高
は
減

少
し
た
も
の
の
、
財
政
調
整
基
金

な
ど
の
残
高
の
減
少
、
地
方
交
付

税
に
算
入
さ
れ
る
地
方
債
の
減
少

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

令
和
４
年
度
末
の
町
債
の
残
高

は
98
億
２
９
９
０
万
円
で
、
一
般

会
計
、
特
別
会
計
等
と
も
に
減

指　標 令和3年度 令和 4年度 基準値

実質公債費比率
（標準財政規模に占める
借入金の返済額の割合）

12.6㌫ 12.2㌫
25㌫以上 → 早期健全化

35㌫以上 → 財政再生

将来負担比率
（標準財政規模に対する
実質的な負債の割合）

78.3㌫ 85.8㌫ 350㌫以上 → 早期健全化

表４　財政健全化判断指標

少
し
た
こ
と
か
ら
前
年
度
か
ら

４
億
５
１
２
３
万
円
減
少
し
ま
し

た
（
グ
ラ
フ
１
参
照
）。
な
お
、

町
債
の
返
済
に
お
い
て
は
、
お
よ

そ
57
㌫
が
地
方
交
付
税
で
補
て
ん

さ
れ
る
た
め
、
実
質
的
な
町
の
負

担
は
43
㌫
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

財
政
調
整
基
金
の
令
和
４
年

度
末
の
残
高
は
、
前
年
度
か
ら

２
億
１
７
１
９
万
円
減
少
し
、

７
億
６
８
１
６
万
円
と
な
り
ま
し

た
（
グ
ラ
フ
２
参
照
）。

総務費

先導的官民連携支援事業 1,296

地域おこし協力隊配置事業 5,826

定住住宅整備費補助金 559

ケーブルテレビ放送設備更新事業 3,000

西会津町デジタル戦略推進事業 1,870

町民バス更新事業 1,540

ふるさと応援寄附金事業 1億 1,640

民生費

出産祝金 590

物価高騰対応生活困窮世帯緊急支援事業 490

高齢者生活応援商品券事業 548

住民税非課税世帯臨時特別給付金 1,720

電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金 4,405

認定こども園運営費 １億7,127

子育てコミュニティ施設改修事業 1,518

衛生費

新型コロナウイルスワクチン接種事業 5,160

新たな健康づくり推進事業 1,081

表２　実施した主な事業（一般会計）　　〔単位：万円〕
※赤字は新型コロナウイルス感染症対策事業

商工費

消費支援商品券事業 2,933

土木費

除雪費 2億 2,303

町道改良舗装事業（町道改良・舗装補修ほか） 1 億 626

さゆり公園体育館空調設備整備事業 3,629

消防費

消防屯所新築事業（松尾） 1,789

空き家等適正管理解体補助金 500

教育費

小・中学校教育支援員等配置事業 1,378

図書館エアコン更新事業 1,501

災害復旧費

農地および農業用施設災害復旧事業 8,303

グラフ１　年度末の町債（借入金）残高の推移

令和３年度 令和４年度令和元年度 令和２年度

7億6,8167億6,816
7億1,3637億1,363

7億5,1287億5,128

グラフ２　年度末の財政調整基金（貯金）残高の推移
（億円）

（億円）（億円）

水道事業会計水道事業会計
10億7,53910億7,539

特別会計特別会計
3億2,4173億2,417

16億6,91816億6,918

3億9,7233億9,723

10億3,08210億3,082 9億3,6349億3,634

3億4,3583億4,358

一般会計一般会計
74億9,76074億9,760 75億9,48275億9,482

令和３年度 令和４年度令和元年度 令和２年度

9億8,0899億8,089

3億3,5843億3,584

72億3,85872億3,858

合計合計
107億4,740107億4,740 98億2,99098億2,990107億542107億542 102億8,113102億8,113

〔単位：万円〕

〔単位：万円〕

9億8,5359億8,535

会計名 歳入総額 歳出総額 差引額

工業団地造成事業特別会計 6 0 6

住宅団地造成事業特別会計 801 172 629

後期高齢者医療特別会計 1億26 1億18 8

国民健康保険
特   別   会   計

事 業 勘 定 7億7,813 7億6,566 1,247

診療施設勘定 3億8,611 3億6,736 1,875

介護保険特別会計 12億6,427 12億1,886 4,541

特別会計 総額 25億3,684 24億5,378 8,306

表３ 特別会計等の決算状況　　〔単位：万円〕

会計名 歳入総額 歳出総額 差引額

水道事業会計
収益的収支 2億4,180 2億3,046 1,134

資本的収支 1億2,140 2億3,431 ▲1億1,291

下水道事業会計
収益的収支 3億3,975 3億2,983 992

資本的収支 1億2,524 2億1,263 ▲8,739

公営企業会計 総額 8億2,819 10億723 ▲1億7,904

■特別会計等

　特別会計等では、上・下水道事業

のほか国民健康保険や介護保険、後

期高齢者医療などの事業運営を行っ

ています。なお、会計ごとの決算総

額は表３のとおりです。

下水道事業会計下水道事業会計
18億5,02418億5,024

68億2,71568億2,715

17億3,62017億3,620 17億2,58217億2,582

農林水産業費

中山間地域等直接支払事業 7,590

生産資材等緊急対策事業 1,863

有害鳥獣解体処理施設整備事業 1,490

多面的機能支払交付金事業 3,988

※公営企業会計の資本的収支の不足分には留保資金などを補てんして

いるため、赤字や資金不足とはなっていません。

総務課　財政係
長谷川 麻也 副主査
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○
森
林
環
境
税
と
森
林
環
境
譲
与
税

○
森
林
環
境
税
と
森
林
環
境
譲
与
税

　

森
林
環
境
税
は
東
日
本
大
震
災
復
興
税

　

森
林
環
境
税
は
東
日
本
大
震
災
復
興
税

の
終
了
に
伴
い
、
令
和
６
年
度
か
ら
国
内

の
終
了
に
伴
い
、
令
和
６
年
度
か
ら
国
内

に
住
所
の
あ
る
個
人
に
対
し
て
課
税
さ
れ

に
住
所
の
あ
る
個
人
に
対
し
て
課
税
さ
れ

る
国
税
で
あ
り
、
個
人
住
民
税
均
等
割
と

る
国
税
で
あ
り
、
個
人
住
民
税
均
等
割
と

併
せ
て
１
人
年
額
１
０
０
０
円
が
課
税
さ

併
せ
て
１
人
年
額
１
０
０
０
円
が
課
税
さ

れ
ま
す
。
そ
の
税
収
の
全
額
が
森
林
環
境

れ
ま
す
。
そ
の
税
収
の
全
額
が
森
林
環
境

譲
与
税
と
し
て
国
か
ら
都
道
府
県
・
市
区

譲
与
税
と
し
て
国
か
ら
都
道
府
県
・
市
区

町
村
へ
譲
与
さ
れ
ま
す
。

町
村
へ
譲
与
さ
れ
ま
す
。

○○ 

令
和
６
年
度
か
ら
徴
収
が
始
ま
り

令
和
６
年
度
か
ら
徴
収
が
始
ま
り

ま
す
ま
す

　

令
和
６
年
度
か
ら
、
町
で
徴
収
し
て
い

　

令
和
６
年
度
か
ら
、
町
で
徴
収
し
て
い

る
個
人
住
民
税
に
森
林
環
境
税
が
加
算
さ

る
個
人
住
民
税
に
森
林
環
境
税
が
加
算
さ

れ
て
徴
収
さ
れ
ま
す
。

れ
て
徴
収
さ
れ
ま
す
。

　

個
人
住
民
税
均
等
割
が
非
課
税
の
世
帯

　

個
人
住
民
税
均
等
割
が
非
課
税
の
世
帯

は
森
林
環
境
税
も
非
課
税
で
す
。
ま
た
、

は
森
林
環
境
税
も
非
課
税
で
す
。
ま
た
、

課
税
と
な
る
世
帯
は
所
得
額
に
か
か
わ
ら

課
税
と
な
る
世
帯
は
所
得
額
に
か
か
わ
ら

ず
１
人
年
額
１
０
０
０
円
が
課
税
さ
れ
ま

ず
１
人
年
額
１
０
０
０
円
が
課
税
さ
れ
ま

す
。
す
。

○
森
林
環
境
譲
与
税
の
使
い
道

○
森
林
環
境
譲
与
税
の
使
い
道

　

森
林
環
境
譲
与
税
は
国
か
ら
市
区
町
村

　

森
林
環
境
譲
与
税
は
国
か
ら
市
区
町
村

に
譲
与
さ
れ
た
の
ち
、「
森
林
整
備
及
び

に
譲
与
さ
れ
た
の
ち
、「
森
林
整
備
及
び

そ
の
促
進
に
関
す
る
費
用
」
に
使
わ
れ
る

そ
の
促
進
に
関
す
る
費
用
」
に
使
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
全
国
で
の
使
用
例
と

こ
と
に
な
り
ま
す
。
全
国
で
の
使
用
例
と

し
て
、
間
伐
な
ど
の
実
施
や
担
い
手
の
育

し
て
、
間
伐
な
ど
の
実
施
や
担
い
手
の
育

成
、
公
共
施
設
へ
の
木
材
利
用
な
ど
が
あ

成
、
公
共
施
設
へ
の
木
材
利
用
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

り
ま
す
。

　

町
で
は
令
和
４
年
度
、
森
林
経
営
管
理

　

町
で
は
令
和
４
年
度
、
森
林
経
営
管
理

制
度
に
も
と
づ
く
意
向
調
査
（
小
綱
木
自

制
度
に
も
と
づ
く
意
向
調
査
（
小
綱
木
自

治
区
・
尾
登
自
治
区
）、
森
林
資
源
地
域

治
区
・
尾
登
自
治
区
）、
森
林
資
源
地
域

循
環
利
用
促
進
事
業
、
地
域
林
政
ア
ド
バ

循
環
利
用
促
進
事
業
、
地
域
林
政
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
業
務
、
林
地
台
帳
精
度
向
上
事
業

イ
ザ
ー
業
務
、
林
地
台
帳
精
度
向
上
事
業

に
使
用
し
て
い
ま
す
。

に
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

森
林
は
、
林
産
物
の
供
給
を
は
じ
め
、
土
砂
災
害
の
防
止
、
水
源
の
維
持
、
地
球
温
暖
化
の
緩
和
な
ど
、
私
た
ち
の
生

活
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
最
近
で
は
、
担
い
手
不
足
や
、
所
有
者
や
境
界
の
不
明
な

土
地
が
増
加
し
、
管
理
が
行
わ
れ
ず
放
置
さ
れ
る
森
林
が
全
国
的
に
増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
国
で
は
、
森
林
整
備
等
に
必
要
な
資
金
を
安
定
的
に
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
森
林
環
境
税
及
び
森
林
環
境
譲

与
税
を
創
出
し
ま
し
た
。

森
林
環
境
譲
与
税
の
使
い
道

　

令
和
４
年
度
の
事
業
実
績
は
、
３
３
７

㌧
の
間
伐
材
原
木
を
工
場
に
持
ち
込
み
、

21
㌧
の
木
質
ペ
レ
ッ
ト
が
町
に
納
品
さ
れ

ま
し
た
。
木
質
ペ
レ
ッ
ト
は
水
分
を
少
な

く
し
て
製
造
す
る
た
め
、
持
ち
込
む
原
木

の
重
さ
に
対
し
て
３
分
の
１
程
度
の
重
さ

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
木
質
ペ
レ
ッ
ト
へ

の
加
工
費
分
を
差
し
引
い
て
納
品
さ
れ
て

い
ま
す
。
持
ち
込
ん
だ
原
木
か
ら
製
造
さ

れ
た
木
質
ペ
レ
ッ
ト
の
一
部
は
町
役
場
本

役
場
本

庁
舎
で
冬
期
間
の
暖
房
用
燃
料
と
し
て
消

庁
舎
で
冬
期
間
の
暖
房
用
燃
料
と
し
て
消

費
し
て
い
ま
す
。
こ
の
量
は
、
役
場
本
庁

費
し
て
い
ま
す
。
こ
の
量
は
、
役
場
本
庁

舎
で
の
木
質
ペ
レ
ッ
ト
消
費
量
の
約
４
分

舎
で
の
木
質
ペ
レ
ッ
ト
消
費
量
の
約
４
分

の
１
に
あ
た
り
、
灯
油
に
換
算
す
る
と
約

の
１
に
あ
た
り
、
灯
油
に
換
算
す
る
と
約

１
万
３
０
０
０
㍑
に
相
当
し
ま
す
。

１
万
３
０
０
０
㍑
に
相
当
し
ま
す
。

▲工場で加工されてできた木質ペレット

い
る
森
林
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

③
過
去
10
年
間
に
間
伐
な
ど
の
施
業
が
な

い
森
林

過
去
10
年
間
に
、
間
伐
や
植
林
な
ど
の

森
林
施
業
を
行
っ
た
森
林
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

○
森
林
経
営
管
理
制
度

　

森
林
経
営
管
理
制
度
と
は
、
管
理
が
行

わ
れ
て
い
な
い
森
林
（
人
工
林
）
を
、
市

町
村
が
仲
介
役
と
な
り
森
林
所
有
者
と
林

業
経
営
体
を
つ
な
い
で
、
森
林
の
適
切
な

管
理
を
進
め
る
た
め
の
制
度
で
す
。

○
森
林
機
能
の
維
持
と
資
源
の
活
用

　

森
林
の
多
面
的
な
機
能
を
維
持
し
、
そ

の
資
源
を
活
用
す
る
た
め
に
は
、
所
有
者

や
境
界
の
問
題
、
伐
採
作
業
の
担
い
手
不

足
、
伐
採
・
搬
出
コ
ス
ト
の
縮
減
な
ど
、

様
々
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

町
で
は
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
、

こ
の
課
題
の
解
決
に
努
め
、
森
林
資
源
を

守
り
、
活
用
し
て
い
く
考
え
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

農
林
振
興
課　

林
政
係

☎
45
―
４
５
３
１

○
町
役
場
を
暖
め
る
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ

ラ
ー

　

町
の
森
林
資
源
地
域
循
環
利
用
促
進
事

業
で
は
、町
内
の
人
工
林
（
ス
ギ
林
な
ど
）

か
ら
間
伐
さ
れ
た
木
材
を
近
隣
の
木
質
ペ

レ
ッ
ト
製
造
工
場
に
持
ち
込
み
、
木
質
ペ

レ
ッ
ト
に
加
工
し
て
町
内
の
公
共
施
設
で

燃
料
と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事

業
に
よ
り
、
間
伐
が
積
極
的
に
行
わ
れ
、

健
全
な
森
林
の
育
成
と
倒
れ
に
く
い
ス
ギ

林
の
形
成
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
近
隣
の
木
質
ペ
レ
ッ
ト
製
造
工
場
で

加
工
し
て
町
内
施
設
で
燃
料
と
し
て
利
用

す
る
こ
と
で
、
燃
料
輸
送
に
か
か
る
二
酸

化
炭
素
排
出
の
抑
制
と
化
石
燃
料
消
費
の

抑
制
が
図
ら
れ
ま
す
。

森林経営管理制度利用の流れ

◆
ま
ず
、
町
が
森
林
所
有
者
に
対
し
て
、

今
後
の
森
林
の
経
営
管
理
に
つ
い
て
意

向
調
査
を
行
い
ま
す
。

◆
森
林
所
有
者
が
町
に
経
営
管
理
を
委
託

し
た
い
と
意
思
表
示
を
し
た
場
合
は
、

町
が
そ
の
森
林
の
状
態
や
環
境
を
勘
案

し
て
、
経
営
管
理
を
引
き
受
け
ま
す
。

※
樹
木
の
伐
採
や
造
林
を
計
画
的
に
行

う
も
の
で
あ
り
、
森
林
の
土
地
と
し
て
の

所
有
権
や
所
有
者
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

町
で
は
、
令
和
元
年
度
か
ら
意
向
調
査

業
務
を
開
始
し
、
こ
れ
ま
で
に
杉
山
、
上

野
尻
、
小
綱
木
お
よ
び
尾
登
の
各
自
治
区

に
お
い
て
実
施
し
ま
し
た
。
今
後
も
森
林

の
施
業
状
況
を
確
認
し
、
対
象
と
な
る
森

林
に
対
し
て
順
次
調
査
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。
な
お
、
対
象
と
な
る
森
林
は
、
次
の

３
つ
の
条
件
に
該
当
す
る
森
林
で
す
。

①
民
有
人
工
林

個
人
が
所
有
す
る
森
林
で
、
ス
ギ
や
マ

ツ
な
ど
を
植
林
し
て
い
る
人
工
林
で
あ

る
こ
と
。
共
有
林
も
対
象
と
な
り
ま
す

が
、
国
や
県
、
町
が
所
有
す
る
森
林
お

よ
び
天
然
林
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

②
森
林
経
営
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
な
い

森
林

　

管
理
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
な
い
森
林

の
管
理
を
行
う
こ
と
が
目
的
の
た
め
、

す
で
に
森
林
経
営
計
画
が
策
定
さ
れ
て

林業経営者

市町村が自ら管理
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一生懸命走って、踊って
こゆりこども園運動会
　９月 16 日、 こゆりこども園運動会が同園

庭で行われました。 当日は、 日差しが照り付

ける暑い日でしたが、 園児らは一生懸命に

園庭を駆け回りました。

　また、 この日のために練習したお遊戯を各

組ごとに披露しました。 体を大きく使い、 笑

顔で披露する姿に、 保護者からは声援や拍

手が送られ、 会場は盛り上がりました。

家族に囲まれ祝う
石川迄子さん 百歳賀寿贈呈
　９月 18 日、 石川迄

ま で こ

子さん （２町内） の満 100 歳を

祝う百歳賀寿贈呈式が行われ、 親族が見守るなか、

同日に満 100 歳を迎えた石川さんへ、 薄町長と町老

人クラブ連合会の二瓶 穰
みのる

会長より賀寿と記念品が贈

られました。 親族を代表して長男の雅
まさかず

一さんが謝辞を

述べ、 二女の山本晃
て る よ

代さんより花束が贈られました。

　石川さんの家族からは、 長生きの秘訣について３食

好き嫌いなくしっかり食べることだと話がありました。

フォルクスワーゲン大集合！
西会津にぎわいまつり
　９月 24 日、 「西会津にぎわいまつり・フォルクスワー

ゲン in 越後街道野澤宿大集合」 が開催され、 全国か

ら集まった往年のフォルクスワーゲンが野沢中央通り

にずらりと展示されました。

　会場では、 西会津大山さゆり太鼓や福島ベンチャー

ズによるステージ、 バルーンアート＆マジックショー、

町観光クルーの撮影会、 西会津の特産品が当たる抽

選会などが行われ、 野沢のまちなかは大勢の観光客

や親子連れなどでにぎわいました。

元気いっぱい駆け抜ける
西会津小学校マラソン記録会
　10 月 12 日、 西会津小学校でマラソン記録会が行わ

れました。 児童たちは 「最後まで走り抜く」、 「昨年の

タイムを超える」、 「1 つでも順位を上げる」 など、 そ

れぞれの目標に向かってゴールまで全力で走りました。
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②

①

西中町民図書館  新刊オススメ本西中町民図書館  新刊オススメ本

　「自分だけは大丈夫」 と過信していませんか？犯罪

の被害者は、 60 代以上の女性が多いそうです。

　この本は、 防犯アドバイザーの京師美佳さんが、 簡

単で、 すぐできて、 しかも安価なシニアに向けた防犯

術を紹介しています。 最近多い、 ネットや SNS で陥

りやすい詐欺や、 急増する強盗の手口を紹介し、 犯

罪別に対策を指南しています。 100 円ショップやホー

ムセンターで入手可能な防犯グッズの紹介もあり、 盛

り沢山な内容です。 コミュニケーションをとることも大

切なので、 日頃から家族や友人と防犯に関する情報

交換をしましょう。

「自分だけは大丈夫

「公民館だより」に関するお問い合わせは、生涯学習課・生涯学習係まで（☎ 45―3244）

町民ギャラリー　出ケ原和紙作り講座町民ギャラリー　出ケ原和紙作り講座
今月は、

宮﨑與志郎さん（下野尻）です。

紹介

①自宅裏に生える 「コウゾ （和紙の材料）」

　出ヶ原和紙職人の滝澤さんの工房を訪れたことをきっか

けに、出ヶ原和紙と「コウゾ」に興味を持ちました。長年、

造園業に携わり、そこで培った知識を活かして、コウゾの

管理と採取を手伝っています。

②ランプシェード

　チリ入り和紙を散らしたランプシェードです。コウゾを

探したり、採取する方が楽しいので数少ない作品の 1 つ

です。

「コウゾ」 の生育場所を知っている人や、 管理に困ってい

る人は気軽に連絡ください。 切りに行きます！

『老いの地平線』

[ 樋口 恵子 ]

主婦の友社

『言語の本質』

[ 今井 むつみ、 秋田 喜美 著 ]

中央公論社

『60 歳から絶対やるべき防犯

の基本』

[ 京師 美佳 監修 ]

主婦の友社

『藩
はんてい

邸差
さ は い や く

配役日
にちにちひかえ

日控』

[ 砂原 浩太朗 著 ]

文藝春秋

『むかしむかしあるところに、 死体

があってもめでたしめでたし。』

[ 青柳 碧人 著 ]

双葉社

２回戦　対二本松市

　続く２回戦は９月 23 日（土）、本宮市
のしらさわグリーンパーク野球場で二本
松市チームと対戦しました。２回の表、雅
楽川善之選手の左中間を抜けるタイムリー
ツーベースヒットで１点を先制しました
が、その裏に２点を失うと４回裏にも３点
の追加点を許し、苦しい展開となりました。
西会津町チームは２度の満塁のチャンスを
作るなど、ヒット数は相手を上回ったもの
のチャンスを活かすことができず、その後
も得点を許し、１対８で敗退し３回戦進出
とはなりませんでした。

１回戦　対矢祭町１回戦　対矢祭町
第第
1717
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
軟
式
野
球
大
会

回
市
町
村
対
抗
福
島
県
軟
式
野
球
大
会

　

今
年
で
17
回
目
と
な
る
市
町
村
対
抗
福
島
県
軟
式
野
球
大
会
が
９
月
９
日
郡
山
市
の
ヨ
ー
ク

開
成
山
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開
幕
し
、
西
会
津
町
チ
ー
ム
は
９
月
10
日
、
23
日
に
出
場
し
ま
し
た
。

　西会津町チームは、大会２日目の 9 月
10 日（日）に郡山市のヨーク開成山スタ
ジアムで昨年と同じ対戦となった矢祭町
チームとの 1 回戦に臨みました。
　１回裏に鈴木颯太選手が先頭打者柵越え
ホームランを放ち 1 点を先制すると、３
回裏には２アウト満塁から清水啓佑選手の
レフト線へのタイムリーヒットで２点を追
加し、投げては、先発の雅楽川峻投手が５
回まで相手を０点に抑える好投を見せまし
た。6 回に両チーム１点ずつを取り合い、
最終回（７回の表）を１点に抑え４対２で
勝利し２回戦に進みました。

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 計

矢祭町 ０ ０ ０ ０ ０ １ １ ２

西会津町 １ ０ ２ ０ ０ １ X ４

１ ２ ３ ４ ５ ６ 計

西会津町 ０ １ ０ ０ ０ ０ １

二本松市 ０ ２ ０ ３ ０ ３X ８
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町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

　

９
月
８
日
か
ら
15
日
ま
で
を
会
期
に
開
か
れ
た
令
和
５
年
第
６
回
町
議

会
定
例
会
で
は
、
条
例
の
制
定
お
よ
び
一
部
改
正
や
令
和
４
年
度
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
、
令
和
５
年
度
補
正
予
算
な
ど
議
案
16
件
が
審
議
さ
れ
ま

し
た
。
町
政
の
主
要
事
項
報
告
の
内
容
お
よ
び
可
決
さ
れ
た
議
案
は
次
の

と
お
り
で
す
。

議
案
16
件
を
審
議
・
可
決

　

月
町
議
会
定
例
会
報
告

町
政
の
主
要
事
項

報
告
か
ら

温
泉
施
設
に
お
け
る
源
泉
改
修
工

事
の
緊
急
対
応
の
経
過 

―
―

　

７
月
14
日
に
発
生
し
た
温
泉
施

設
に
お
け
る
源
泉
の
温
度
低
下
な

ど
の
原
因
調
査
の
た
め
、
７
月
26

日
か
ら
28
日
ま
で
源
泉
井
戸
内
の

温
度
調
査
や
水
中
カ
メ
ラ
に
よ
る

調
査
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

８
月
７
日
か
ら
10
日
ま
で
改
修

工
事
を
行
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後

も
、
源
泉
の
温
度
は
上
が
ら
な
い

状
況
で
す
。
こ
の
た
め
、
温
泉
施

設
で
は
給
湯
に
よ
り
温
泉
水
を
加

温
す
る
方
式
に
よ
り
内
湯
の
営
業

を
行
い
、
露
天
風
呂
の
利
用
は
休

止
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

町
デ
ジ
タ
ル
戦
略
の
推
進 

―
―

　

町
で
は
、
こ
れ
ま
で
２
年
間
に

わ
た
り
取
り
組
ん
で
き
た
町
デ
ジ

タ
ル
戦
略
に
つ
い
て
、
事
業
の
実

績
や
進
捗
を
踏
ま
え
、
本
年
３
月

に
中
間
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
年
度
、
町
デ
ジ
タ
ル
戦
略
室

で
は
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
対
策
と

し
て
、
高
齢
者
が
デ
ジ
タ
ル
技
術

へ
興
味
関
心
を
持
て
る
よ
う
、
デ

ジ
タ
ル
教
室
や
、
よ
ろ
ず
相
談
の

開
催
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
企
業
移
転
な
ど
の
受
入
れ
に

向
け
た
関
係
構
築
共
創
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

石
高
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
６
月

可
決
さ
れ
た
議
案

◆ 

令
和
４
年
度
決
算
の
認
定
（
一

般
会
計
ほ
か
）

◆ 

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
６
次
）
＝
普
通
交
付
税

の
決
定
お
よ
び
令
和
４
年
度
繰

越
金
の
確
定
、
７
月
に
発
生
し

た
豪
雨
災
害
に
係
る
復
旧
事

業
費
や
農
家
へ
の
生
産
資
材

等
高
騰
緊
急
対
策
事
業
な
ど

３
億
４
４
３
４
万
３
千
円
を
増

額
◆ 

令
和
５
年
度
特
別
会
計
補
正
予
算

◆ 

町
特
別
功
労
表
彰
者
の
決
定
へ

の
同
意
＝
多
賀
剛
さ
ん
（
10
町

内
）
の
決
定
に
同
意

◆ 

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
へ
の

同
意
＝
佐
藤
惠
子
さ
ん
（
上
野

尻
）、
伊
藤
博
子
さ
ん
（
呼
賀
）

の
任
命
に
同
意

議
会
定
例
会
で
関
係
予
算
の
議
決

を
受
け
、
順
調
に
シ
ス
テ
ム
開
発

が
進
み
、
８
月
２
日
か
ら
ア
プ
リ

の
運
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
は
石
高
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
者

を
対
象
と
し
た
交
流
事
業
を
展
開

す
る
予
定
で
あ
り
、
西
会
津
産
米

の
新
た
な
販
路
拡
大
の
ほ
か
、
関

係
人
口
及
び
交
流
人
口
の
拡
大
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
デ
ジ
タ
ル
戦

略
を
推
進
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

利
便
性
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
図
り
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種 

―
―

　

５
月
22
日
か
ら
進
め
て
き
た
令

和
５
年
度
春
開
始
接
種
に
つ
い
て

は
、
１
、２
回
目
の
初
回
接
種
を

終
了
し
た
、
重
症
化
リ
ス
ク
の
高

い
65
歳
以
上
の
人
と
12
歳
以
上
64

歳
未
満
で
基
礎
疾
患
を
有
す
る

人
、
お
よ
び
医
療
従
事
者
を
対
象

と
し
て
進
め
、
７
月
12
日
に
集
団

接
種
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
に
つ

い
て
は
、
９
月
６
日
現
在
、、
接

種
対
象
者
３
２
７
９
人
の
77
・
１

㌫
に
あ
た
る
２
５
２
８
人
が
接
種

を
終
了
し
ま
し
た
。
ま
た
、
町
で

は
、
９
月
30
日
か
ら
秋
開
始
接
種

の
集
団
接
種
を
実
施
す
る
計
画
で

す
。

企
業
訪
問
の
実
施 

―
―

　

７
月
26
日
か
ら
８
月
２
日
に
か

け
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
の
規
制
緩
和
、
原
油
価
格
の
高

騰
、
電
気
料
金
の
値
上
げ
に
よ
る

影
響
や
、
町
へ
の
要
望
な
ど
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
う
た
め
、
町

内
各
企
業
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

物
価
高
騰
の
影
響
が
全
国
に
拡

大
し
て
い
る
中
で
、
業
種
に
よ
り

相
違
は
あ
り
ま
す
が
、
大
変
な
状

況
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
企
業
努

力
と
対
策
に
つ
い
て
、
具
体
的
に

話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
急
変
す
る
社
会
情
勢
へ

の
対
策
と
人
材
の
確
保
が
大
き
な

課
題
で
あ
る
と
の
共
通
認
識
を
図

り
ま
し
た
。

鳥
獣
被
害
の
防
止
対
策 

―
―

　

町
で
は
、
７
月
23
日
に
、
昨
年

に
引
き
続
き
、
鳥
獣
被
害
防
止
対

策
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
ク
マ
出
没

時
対
応
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

訓
練
は
上
小
島
地
内
で
実
施
さ

れ
、
町
猟
友
会
や
喜
多
方
警
察
署

西
会
津
交
番
、
上
小
島
自
治
区
の

皆
さ
ん
が
参
加
し
て
、
ク
マ
が
民

家
近
く
に
出
没
し
た
場
合
を
想
定

し
て
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

人
身
被
害
の
防
止
や
山
へ
追
い
払

う
方
法
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

や
対
応
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し

た
。

　

な
お
、
本
年
度
の
鳥
獣
被
害
防

止
対
策
の
状
況
は
、
電
気
柵
の
設

置
数
が
個
人
17
件
、団
体
８
件
で
、

合
計
で
延
長
約
14
・
５
㌖
の
電
気

柵
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
（
９
月
６

日
現
在
）。
ま
た
、
町
猟
友
会
の

協
力
に
よ
る
鳥
獣
駆
除
数
は
、
イ

ノ
シ
シ
21
頭
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
22

頭
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
26
頭
、
ニ
ホ

ン
ジ
カ
１
頭
を
捕
獲
し
て
い
ま
す

（
９
月
６
日
現
在
）。

９

町独自の魅力や価値向上に向けて

　域活性化起業人を委嘱地
　町では、総務省の地域活性化起業人制度を活用し、町内
観光施設の持続的運営に向けた経営改善の指導・助言を業
務とした協定を株式会社カモフラージュ（東京都）と協締
結しました。10 月２日、同社より派遣された共同代表の
山
やましな

科孝
こうすい

穂さんに委嘱状を交付し、薄町長から「山科さんの
起業人としての感覚や知見を活かし、町の発展に力を貸し
てほしい」と話がありました。
　地域活性化起業人制度とは、三大都市圏に所在する企業
などの社員を受け入れ、企業で培ったノウハウや人脈、マー
ケティング技術などの活用により、観光分野における地域
企業への支援を展開し、町独自の魅力や価値向上と地方圏
への「ひと」の流れを創ることを目指す制度です。 ▲左から薄町長、山科さん

教育行政の進展に新しい力

　育委員会委員 新たに２人を任命
　10 月１日に佐藤惠子さん（上野尻）、10 月５日に伊藤
博子さん（呼賀）を新たな教育委員会委員へ任命しました。
　10 月６日、辞令交付式が町役場で行われ、薄町長が２
人に辞令書を手渡し、「豊富な知識と経験を町の教育行政
の進展のために発揮してください」と訓示を述べました。
　佐藤さんの任期は令和６年 10 月４日まで、伊藤さんの
任期は令和９年 10 月４日までです。

教

▲辞令書を受け取る伊藤さん（写真右）、

佐藤さん（写真左）
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町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

❶ 職員数の状況（令和４年４月１日現在）

❼ 初任給の状況（令和４年４月１日現在）

❽ 手当の状況

❷ 部門別職員数（令和４年４月１日現在）

❸ 人件費（令和３年度一般会計決算）

❹ 職員給与の状況（令和３年度一般会計決算）

❺ 平均給料月額など

❻ ラスパイレス指数（各年度４月１日現在）

❾ 特別職の報酬など（令和４年４月１日現在）

　町職員の人数や給与の状況などを地方公務員法に基

づきお知らせします。他の団体と比較できるよう国の

統一公表様式に準じているため、公表の時期は項目に

より異なります。

〈問い合わせ先〉　総務課　☎４５―２２１１

歳出総額  （Ａ） 70億 2,666 万円

人 件 費  （Ｂ） 10億 4,489 万円

人件費率  （Ｂ／Ａ） 14.9％

職員数（Ａ） 給与費計（Ｂ） １人当たり給与費（Ｂ／Ａ）

103 人 5億 6,758 万円 551 万円
※職員数は一般会計で給与を支出している人数

職種 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

行政職 315,566 円 372,005 円 41.6 歳
※ 平均給料月額とは基本給の平均で、平均給与月額は給料月額
と扶養手当や住居手当などの諸手当の額を合計したもの。

年度 西会津町 県内町村平均 全国町村平均

令和４年度 98.1 97.9 96.3

平成29年度 97.9 98.4 96.4
※ ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を 100 とした
場合の町職員の給与水準を示したもの。

区分 給料月額等 期末手当

給料
町　長 750,000 円

3.20 月分

副町長 630,000 円

報酬

議　長 300,000 円

副議長 247,500 円

議　員 225,000 円

部門 職員数 部門 職員数
議会事務局 2人 農林振興課 13人
総 務 課 14人 建設水道課 15人
企画情報課 8人 出 納 室 3人
町民税務課 13人 学校教育課 8人
福祉介護課 13人 生涯学習課 5人
健康増進課 26人

合 計 128 人
商工観光課 8人

職種 職員数 職種 職員数

行政職 124 人 技能労務職 1人

医療職 ３人 合計 128 人

区分 西会津町 福島県

行政職
大学卒 189,500 円 193,100 円

高校卒 157,900 円 158,400 円

技能労務職 高校卒 149,500 円 156,300 円

◎ 毎月支給する手当

扶養手当 扶養親族を持つ職員に対して支給

住居手当 借家に居住し家賃を負担している職
員に対して支給

通勤手当 使用する交通機関所要額および自家
用車の使用距離に応じて支給

◎ 勤務実績により支給する手当

時間外勤務手当 正規の勤務時間を超えて勤務し
たときに支給

特殊勤務手当 危険、不快、不健康または困難な
業務に従事する職員に対して支給

◎ 期末・勤勉手当（令和３年度）

期末手当 勤勉手当 １人当たりの平均支給額

2.35 月分 1.90 月分 1,476,729 円
※ 職制上の段階などによる加算措置として、役職加算で５～
15％を加算しています。期末 ･勤勉手当は年間 4.25 月分を
６月と 12 月の２回に分けて支給。なお、国の支給割合は期
末手当が 2.40 月分、勤勉手当が 1.90 月分。

◎退職手当（令和３年４月１日現在）

区分 自己都合 勧奨・定年

勤続20年 19.67 月分 24.59 月分

勤続25年 28.04 月分 33.27 月分

勤続35年 39.76 月分 47.71 月分

最高限度額 47.71 月分 47.71 月分

▶詳しくは町ホームページをご覧ください。

町職員の給与などをお知らせします

人事行政運営状況を公表人事行政運営状況を公表

安定的な雇用環境を目指す

同組合マルチワークスにしあいづ 総会開催

　10 月４日、町内７つの事業者が組合員となっ
た「協同組合マルチワークスにしあいづ」の創立
総会が開催されました。
　この組合は、国の特定地域づくり事業協同組合
制度を活用して設立されたもので、町内の複数の
中小事業者の仕事を組み合わせて年間を通じた仕
事（マルチワーク）をつくり、組合で無期雇用し
た職員を事業者に派遣する「労働者派遣事業」を
行う事業協同組合です。一定の給与水準と社会保

協

企業版ふるさと納税を活用

あいづダストセンターより寄付をいただきました㈱
　10 月 16 日、株式会社あいづダストセンター（会
津若松市）の藤田浩二取締役社長が町役場を訪れ、企
業版ふるさと納税を活用した寄付を行いました。
　藤田取締役社長は、「社会貢献の一環として、企業
版ふるさと納税の制度を活用し、西会津町の地方創生
プロジェクトの更なる充実・強化に貢献したい」と話
し、薄町長に寄付金を手渡しました。

人と人をつなぐ　地域の相談相手

生・児童委員委嘱状伝達式
　９月 20 日、民生委員・児童委員委嘱状等伝達式が
町役場で行われ、松崎貴子さん（西原）へ薄町長より
委嘱状が伝達されました。
　松崎さんは、令和４年度民生児童委員一斉改選に
て、欠員となっていた森野・西原地区を担当します。
民生児童委員は、厚生労働大臣により委嘱され、任期
は令和７年 11 月 30 日までです。

民

▲左から薄町長、松崎さん、西会津町民生児童委

員協議会伊藤会長

障の下、安定的な雇用環境をつくることで、地域内の人手不足の解消と、移住者や U ターン者の定住促進を
目的としています。
　総会では、定

ていかん

款や事業計画などが審議された他、役員として理事長に新澤富
とみいち

一さん（写真下段中央）、専務
理事に仲川久人さん（写真上段左から３人目）が選任されました。今後、国や県への認可手続きなどを経て年
内に事業を開始する予定です。

▲寄付金を手渡す藤田取締役社長（写真右）

広報にしあいづ　2023・11 │ 1415 │ 広報にしあいづ　2023・11



町からのお知らせ ニュース＆

町長コラム その 36

　

念
願
だ
っ
た
農
業
公
社
を
設
立
。
正
式
名
称
は
「
一
般
財

団
法
人
西
会
津
町
農
業
公
社
」
と
し
て
法
人
登
記
を
完
了

し
、
事
務
所
を
新
郷
連
絡
所
（
旧
新
郷
保
育
所
含
む
）
に
移

し
て
10
月
１
日
か
ら
業
務
を
開
始
し
た
。
設
立
に
至
る
ま
で

の
経
過
で
あ
る
が
、
令
和
３
年
度
か
ら
農
業
公
社
設
立
検
討

会
を
組
織
し
、
先
進
地
の
視
察
研
修
や
関
係
機
関
と
の
調

整
、
町
議
会
へ
の
説
明
、
議
会
で
は
特
別
委
員
会
を
設
置
し

て
の
検
討
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
住
民
説
明
会
を
全
集
落
で

開
催
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
や
要
望
を
拝
聴
し
、
公
社

の
必
要
性
を
確
認
で
き
た
こ
と
か
ら
、
設
立
準
備
委
員
会
か

ら
発
起
人
委
員
会
を
経
て
設
立
で
き
、
感
慨
無
量
で
あ
る
。

多
く
の
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

　

農
業
公
社
の
目
的
は
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
後
継
者

不
足
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
や
有
害
鳥
獣
被
害
な
ど
町
農
業

を
取
り
巻
く
厳
し
い
環
境
の
も
と
、
こ
れ
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
を
解
決
し
、
町
農
業
の
活
性
化
と
持
続
化
を
図
る
こ
と

で
あ
る
。

　

農
業
公
社
が
取
り
組
む
主
な
事
業
は
、
町
が
出
資
す
る
第

３
セ
ク
タ
ー
で
あ
り
、
農
家
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
農
業
に

取
り
組
め
る
よ
う
①
農
地
の
保
全
、
農
作
業
の
受
託
、
農
業

用
施
設
の
維
持
管
理
、
有
害
鳥
獣
対
策
の
受
託
、
担
い
手
の

確
保
、
人
材
育
成
な
ど
の
公
益
性
の
事
業
。
②
収
益
を
上
げ

る
事
業
と
し
て
、
園
芸
作
物
の
栽
培
、
育
苗
施
設
の
運
営
、

特
産
品
の
開
発
や
農
林
産
物
の
販
売
、
除
排
雪
の
受
託
、
中

山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
制
度
お
よ
び
多
面
的
機
能
支

払
交
付
金
制
度
の
事
務
受
託
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
が
ス

タ
ー
ト
で
あ
る
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え
る
た
め
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

西
会
津
町
長

以下は有料広告です。詳細は広告主に問い合わせください。

かごしま国体ローイング競技でダブル入賞

高ボート部　大会結果を報告西

　10 月３日、西会津高校ボート部の皆さんが町役
場を訪れ、薄町長に大会結果を報告しました。
　西高ボート部は、９月 21 日～ 24 日に鹿児島県
で行われた、特別国民体育大会（かごしま国体）に
２人が福島県代表として出場しました。少年男子シ
ングルスカルの小柴健太朗さん（３年）が４位入賞、
少年女子シングルスカルの古川萌

もえ

さん（３年・橋屋）
が６位入賞とダブル入賞を果たしました。

▲写真左から長谷川孝先生、古川さん、薄町長、

小柴さん、渡邉雅彦校長

広報にしあいづ　2023・11 │ 16



町からのお知らせ ニュース＆

　

健
康
づ
く
り
番
組
や
、
町
内
の

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を
紹
介
す
る

「
チ
ー
ム
ス
ポ
少
！
」
を
放
送
し

ま
す
。

◆
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
随
時
受
付
中

　

低
価
格
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
広
告

を
情
報
提
供
に
お
役
立
て
く
だ
さ

い
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

（
一
社
）西
会
津
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト

　

☎
45
―
４
４
６
１

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

さ
ゆ
り
チ
ャ
ン
ネ
ル

11
月
の
放
送
案
内

お知らせ
INFORMATION

建

物

を

取

り

壊

し

た

時

は

届
出
が
必
要
で
す

　

令
和
６
年
度
の
固
定
資
産
税

は
、
令
和
６
年
１
月
１
日
現
在
で

登
録
さ
れ
て
い
る
課
税
台
帳
に
基

づ
き
課
税
さ
れ
ま
す
。
建
物
を
取

り
壊
し
た
時
に
は
町
役
場
町
民
税

務
課
へ
家
屋
滅
失
申
告
書
の
提
出

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
申
告
書
の
提
出
が
な
か
っ

た
場
合
、
建
物
が
な
く
な
っ
て
も

税
金
が
来
年
度
も
課
税
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
次
に
該
当
す
る
場
合
も

届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
土
地
や
建
物
の
所
有
者
を
変
更

し
た
場
合

◎
土
地
や
建
物
の
所
有
者
の
住
所

が
変
わ
っ
た
場
合

　

な
お
、
法
務
局
に
て
、
相
続
登

記
や
所
有
者
事
項
の
変
更
登
記
な

ど
登
記
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
届

出
は
不
要
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

町
民
税
務
課　

税
務
係

　

☎
45
―
２
２
１
２

西
会
津
町
消
費

再
生
商
品
券
の

受
領
に
つ
い
て

◆
受
領
場
所

　

町
役
場
商
工
観
光
課
窓
口

　

午
前
８
時
30
分
〜

　

午
後
５
時
15
分

　
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

◆
受
領
期
間

12
月
15
日
（
金
）
ま
で

※
商
品
券
の
使
用
期
限
は
令
和
５

年
12
月
末
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

商
工
観
光
課　

商
工
観
光
係

　

☎
45
―
２
２
１
３

　

町
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料

品
価
格
等
の
物
価
高
騰
の
影
響
を

受
け
た
生
活
者
の
個
人
消
費
の
再

生
と
町
内
経
済
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
商
品
券
の
第
６
弾
と
し

て
、
９
月
中
旬
よ
り
町
民
１
人
当

た
り
５
０
０
０
円
の
商
品
券
を
配

付
し
ま
し
た
。

　

長
期
間
不
在
や
、
居
所
不
明
な

ど
の
人
に
つ
い
て
は
、
町
役
場
商

工
観
光
課
で
お
預
か
り
し
て
い
ま

す
。
該
当
者
に
は
町
役
場
か
ら
通

知
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
次

の
と
お
り
早
め
に
受
領
す
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

◆
対
象
者

　

令
和
５
年
８
月
１
日
時
点
で
町

に
住
民
票
が
あ
る
人

◆
持
参
す
る
も
の

・
来
庁
者
の
身
分
証
明
書
（
運
転

免
許
証
・
健
康
保
険
証
な
ど
）

・
印
鑑

・
受
領
書

・
委
任
状
（
代
理
人
の
場
合
の
み
・

本
人
と
代
理
人
の
押
印
必
要
）

みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ ほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほ んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん

みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ ほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほ んんんんんんんんんんんんんんんんんんん

配

食

ボ

ラ

ン

テ
ィ
ア
大
募
集

　

町
で
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者

や
障
が
い
者
の
み
の
世
帯
で
調
理

が
困
難
な
人
へ
、
弁
当
を
配
達
し

安
否
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
利
用
者
の
増
加
に
伴

い
、
弁
当
を
届
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
配
達
は

主
に
町
役
場
か
ら
利
用
者
宅
ま
で

の
た
め
、
短
時
間
の
活
動
が
可
能

で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
が

あ
る
人
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◆
活
動
時
間

　

毎
週
木
曜
日

　

午
後
２
時
〜
５
時
の
間
で
都
合

の
良
い
時
間

◆
活
動
場
所

　

町
役
場
ま
た
は
奥
川
支
所
か
ら

利
用
者
宅
ま
で

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
（
町
社
会
福
祉
協
議

会
内
）

　

☎
45
―
４
３
４
２
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セレモニー友の会　会員募集中

（
02
41
）
48-

19
30

大
黒
堂
紫
雲
閣

西
会
津
ホ
ー
ル

募集職種 資格 受付期間 試験期日

高
等
工
科
学
校
生
徒

推

薦

男子中卒（見込み含む）
  17 歳未満の成績優秀かつ生徒会活動
などに顕著な実績を修め、学校長が
推薦できる人

令和５年 10 月１日
～ 12 月２日

令和６年１月６日～８日のうちの
指定された１日

一

般

男子中卒（見込み含む）
17 歳未満の人

令和５年 10 月１日
～令和６年１月５日

【１次試験】
令和６年１月 13 日・14 日

【２次試験】
令和６年１月 25 日～ 28 日のうち
の指定された１日

自
衛
官
を
募
集

し
て
い
ま
す

▲自衛官募集
ホームページ
はこちら

〈
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

　

会
津
若
松
出
張
所

　

☎
０
２
４
２
―
27
―
６
７
２
４

11
月
11
日
～
17
日
は

税
を
考
え
る
週
間

11
月
11
日
か
ら
17
日
ま
で
を

「
税
を
考
え
る
週
間
」
と
し
て
、

皆
さ
ん
に
国
民
生
活
と
税
の
関
わ

り
を
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

さ
ま
ざ
ま
な
税
情
報
の
提
供
や
、

税
務
行
政
に
対
す
る
意
見
や
要
望

を
お
寄
せ
い
た
だ
く
機
会
を
設
け

て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
次
の
行
事

を
開
催
し
、
将
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
税
に
関
す
る
作
品
の
展
示

を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
電
話
で
の
税
理
士
に
よ

る
税
の
無
料
相
談
も
行
い
ま
す
。

税
に
関
す
る
疑
問
に
つ
い
て
、
気

軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

【
み
ん
な
の
税
の
広
場
】

◆
日
時

11
月
11
日（
土
）〜
11
月
19
日（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
９
時

　

※
11
月
17
日
（
金
）
を
除
く
。

◆
場
所

　

ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
喜
多
方
店

◆
展
示
作
品

・
小
学
生
の
税
に
関
す
る
習
字
全

作
品
、
納
税
標
語
入
賞
作
品
、

絵
は
が
き
入
賞
作
品

・
中
高
校
生
の
税
に
関
す
る
作
文

優
秀
作
品

【
税
理
士
に
よ
る
税
の
無
料
電
話

相
談
】

◆
日
時

11
月
11
日（
土
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◆
相
談
先

　

喜
多
方
税
務
署
管
内
に
あ
る
各

税
理
士
事
務
所

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

喜
多
方
税
務
署　

総
務
課

　

☎
０
２
４
１
―
24
―
５
０
５
０

町学校給食センターでは、西会津小学
校と西会津中学校の給食（350 人分）を、
調理員８人・栄養士１人で心を込めて作っ
ています。今回は、西会津産のミネラル
野菜をたっぷり使った「肉じゃが」の調
理動画を作成しました。下記ＱＲコード
から視聴できます。

西会津町給食センター
デジタル見学ツアー⑫

有料広告を募集しています
紙面に掲載する有料広告を募集しています。
詳しくはお問い合わせください。

◆大きさ　１枠当たり縦４．０㎝×横８．５㎝
◆掲載料　１枠当たり５，０００円／月
〈問い合わせ先〉
　企画情報課　広報広聴係　☎４５―４５３６

以下は有料広告です。詳細は広告主に問い合わせください。 11 月９日～ 15 日11 月９日～ 15 日
令和５年秋季全国火災予防運動令和５年秋季全国火災予防運動

◆統一標語
「火を消して　不安を消して　つなぐ未来」
　今年の１月から８月末までに、喜多方消防本部管内で
29件（うち西会津町３件）の火災が発生しました。
　例年、住宅用火災警報器を設置していたことで火災を早
期に発見することができた奏功事例もあることから、火災
で大切な命を失わないために住宅用火災警報器を設置しま
しょう。

消

費

税

の

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

説
明
会
に
つ
い
て

　

喜
多
方
税
務
署
で
は
、
事
業
者

向
け
の
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明

会
」
や
登
録
の
要
否
を
検
討
し
て

い
る
人
向
け
の
「
登
録
要
否
相
談

会
」（
個
別
相
談
）
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

説
明
会
は
、
事
前
予
約
制
で
す

の
で
、
参
加
希
望
者
は
申
込
先
ま

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
各
回

と
も
定
員
に
な
り
次
第
、
受
付
を

終
了
し
ま
す
。

◆
日
時

11
月
９
日
（
木
）

○
課
税
事
業
者
向
け

　

午
前
10
時
〜
正
午

○
免
税
事
業
者
向
け

　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

◆
定
員

　

各
回
20
人

◆
会
場

　

喜
多
方
税
務
署　

２
階
会
議
室

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

喜
多
方
税
務
署　

調
査
部
門

　

☎
０
２
４
１
―
24
―
５
０
５
７

11

月

19

日

は

い
い
育
児
の
日

　
「
い
い
育
児
の
日
」
は
家
庭
や

家
族
を
大
切
に
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
や
、
子
ど
も
の
成
長
と
子
育

て
を
社
会
全
体
で
応
援
す
る
機
運

を
高
め
、
子
育
て
を
支
え
る
家
庭

や
地
域
の
大
切
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
こ
と
を
目
的
に
記
念
日
と
し
て

制
定
、
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
で
は
、
青
少
年
が
心

身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
し
て
い

く
こ
と
を
願
っ
て
、
毎
月
第
３
日

曜
日
を
「
家
庭
の
日
」
と
し
て
定

め
、
明
る
い
家
庭
づ
く
り
運
動
を

推
進
し
て
い
ま
す
。「
い
い
育
児

の
日
」、「
家
庭
の
日
」
を
機
に
、

家
族
の
絆
や
地
域

で
の
子
育
て
の
支

援
の
大
切
さ
を
見

つ
め
て
み
ま
し
ょ

う
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
こ
ゆ

り
こ
ど
も
園
内
）

　

☎
45
―
４
３
３
２

11 月 19 日号砲11 月 19 日号砲
ふくしま駅伝　開催！ふくしま駅伝　開催！

第 35 回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会が第 35 回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会が

11 月 19 日（日）に開催されます。11 月 19 日（日）に開催されます。

　今年もしらかわカタールスポーツパーク陸上　今年もしらかわカタールスポーツパーク陸上

競技場（白河市）を午前７時 40 分にスタート競技場（白河市）を午前７時 40 分にスタート

し、福島県庁にゴールする全長 96.3 ㎞、16し、福島県庁にゴールする全長 96.3 ㎞、16

区間となります。区間となります。

　 大 会 当 日 は、 テ レ ビ、 ラ ジ オ の ほ か、　 大 会 当 日 は、 テ レ ビ、 ラ ジ オ の ほ か、

YouTube でも大会の様子が中継されます。ぜYouTube でも大会の様子が中継されます。ぜ

ひ熱い声援を送り、西会津町チームを盛り上げひ熱い声援を送り、西会津町チームを盛り上げ

ましょう！ましょう！

　

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部
で

は
自
衛
官
（
高
等
工
科
学
校
生

徒
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
自
衛
官
募
集
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
左
記
ま
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
自
宅

な
ど
で
の
個
別
説
明
に
も
対
応
し

て
い
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
場
合

は
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

無
料
調
停
相
談
会

を
開
催
し
ま
す

　

会
津
若
松
調
停
会
で
は
、
次
の

と
お
り
無
料
調
停
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

◆
日
時

11
月
22
日
（
水
）
午
前
９
時
〜

午
後
６
時

◆
会
場

　

会
津
若
松
市
文
化
セ
ン
タ
ー

◆
費
用

　

無
料

◆
申
込

予
約
不
要　

当
日
会
場
で
受
付

（
午
後
５
時
ま
で
）

◆
相
談
内
容

①
民
事
に
関
す
る
調
停
申
立

金
銭
貸
借
、
土
地
・
建
物
の
明

け
渡
し
、
相
隣
関
係
、
損
害
賠

償
な
ど

②
家
事
に
関
す
る
調
停
申
立

離
婚
、
子
の
監
護
養
育
、
離
縁
、

扶
養
相
続
問
題
な
ど

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

福
島
地
方
裁
判
所

　

会
津
若
松
支
部
庶
務
課

　

☎
０
２
４
２
―
26
―
５
７
２
５
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今月の「集落支援だより」に関する問い合わせは、企画情報課・企画政策係まで（☎ 45-4536）

集落支援だより

◀
奥
川
稲
刈
り
体
験
の
様
子

出
戸
岩
屋
ま
つ
り
開
催

　

出
戸
集
落
で
は
、
毎
年
９
月
13

日
に
岩
屋
虚
空
蔵
尊
の
祭
礼
が
行

わ
れ
ま
す
。

　

今
年
は
、
福
島
大
学
の
学
生
や

町
健
康
運
動
推
進
員
の
皆
さ
ん
を

は
じ
め
町
内
外
か
ら
70
人
以
上
が

参
拝
に
訪
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
流
行
し
て
か
ら
と

い
う
も
の
、
集
落
行
事
の
存
続
が

危
ぶ
ま
れ
る
時
期
も
あ
り
ま
し
た

が
、
よ
う
や
く
多
く
の
人
が
参
拝

に
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

虚
空
菩
薩
像
は
、
町
の
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
集
落

か
ら
20
分
ほ
ど
山
道
を
歩
い
た

岩が
ん
く
つ窟

に
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

稲
刈
り
体
験

　

今
年
の
春
に
植
え
た
青
々
と
し

た
苗
も
黄
金
色
に
色
づ
き
、
収
穫

の
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。
10
月
上

旬
に
、
岩
橋
集
落
支
援
員
の
指
導

の
も
と
、
東
京
の
大
学
生
や
社
会

創
発
塾
の
塾
生
で
あ
る
社
会
人
の

皆
さ
ん
で
稲
刈
り
体
験
を
行
い
ま

し
た
。

　

３
年
目
を
迎
え
た
今
年
は
、
集

落
の
人
も
合
わ
せ
て
15
人
が
参
加

し
、
約
６
畝
の
田
ん
ぼ
を
手
刈
り

や
コ
ン
バ
イ
ン
を
運
転
し
て
刈
り

取
り
ま
し
た
。
活
動
し
て
い
る

と
、
集
落
の
人
も
見
に
来
て
く
れ

て
参
加
者
と
楽
し
そ
う
に
話
し
て

い
る
様
子
が
伺
え
ま
し
た
。

　

作
業
後
に
は
、
昨
年
作
っ
た
お

米
で
お
に
ぎ
り
を
握
り
、
田
ん
ぼ

の
畦あ
ぜ

で
み
ん
な
で
ほ
お
ば
り
ま
し

た
。

　

大
学
生
や
社
会
人
が
混
ざ
り

合
っ
て
の
作
業
で
し
た
が
、
職
業

や
学
ん
で
い
る
分
野
が
違
う
人
が

奥
川
と
い
う
土
地
を
介
し
て
つ
な

が
る
様
子
が
と
て
も
新
鮮
に
感
じ

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
体
験
を
今
後
も
集

落
で
実
施
し
、
お
互
い
に
楽
し
み

皆さんこんにちは！

地域おこし協力隊集落支援担当の渡辺です。
地域おこし協力隊　集落支援担当地域おこし協力隊　集落支援担当

渡渡
わたわた

辺辺
なべなべ

    貴貴
たかたか

洋洋
ひろひろ

 隊員隊員

　

初
め
て
参
拝
し
た
人
は
、
参
道

や
１
０
０
段
以
上
も
あ
る
急
な
坂

の
石
段
を
上
り
き
る
達
成
感
を
味

わ
い
つ
つ
、
年
に
一
度
の
祭
礼
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
集
落
の
人
口
減
少
や

高
齢
化
の
影
響
に
よ
り
集
落
の
人

だ
け
で
は
祭
礼
の
維
持
が
難
し
く

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
細
く
長
く

祭
礼
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、

３
年
ほ
ど
前
か
ら
は
自
由
参
拝
の

形
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
５
０
０

年
以
上
も
前
か
ら
集
落
で
脈
々
と

受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
的
な
行

事
で
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
守
り

継
い
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。

な
が
ら
交
流
を
図
っ
て
い
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

▲参拝の様子
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「わたしの、あなたの “さすけねぇ輪っ！ ”」に関する問い合わせは、健康増進課・健康支援係まで（☎ 45-4532）

わたしの、わたしの、あなたの“さすけねぇ あなたの“さすけねぇ 輪輪
わわ

 っ！” っ！”

　

９
月
28
日
、
３
歳
児
２
人

を
対
象
に
健
康
診
査
を
行
っ

た
結
果
、
２
人
と
も
む
し
歯

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。二瓶  真

ま ほ

帆ちゃん
（縄沢）

高津  和
わ ら く

樂くん
（下小屋）

すごいな！むし歯のない子

お酒はほどほどが一番お酒はほどほどが一番

健康増進課 健康支援係

二
に き

木 美
み つ こ

津子  保健師長

　お酒は「百薬の長」とも言われますが、適量（男性１日 1合まで、女性 0.5 合まで）を超
えて飲み続けると、生活習慣病などの身体疾患や、うつ病などの精神疾患のリスクも高まり
ます。
　令和４年度の町の健診で、お酒を飲む頻度を聞いたところ「毎日」と答えた人は 36.3％で、
国や県と比較して 10 ポイントも高い状況です。※図①
　また、１日当たりの飲酒量については、適量と言われる１合未満の人は県や国と比較して
20 ポイント以上下回っており、西会津町は飲酒頻度、量ともに多い町と言えます。※図②

※図②

１日あたりの飲酒量

最近、お酒の飲み方を変えた杉本さん
へ

インタビューしました！
最近、お
インタビ

Ｑ． お酒を飲まない日を作ろうと思ったきっかけを教えてください。

Ａ．お酒を飲まない日は眠りが深くて、翌朝の目覚めがとても良く、
すがすがしいと感じました。その心地よさを感じたくて今でも飲まな
い日を作っています。

Ｑ．お酒が睡眠の質を下げていたことを体感したのですね。毎日お
酒を飲んでいる人へメッセージをお願いします。

Ａ．お酒を飲まない日の翌日は体調が良いです。眠るために飲んでい
る人もいるかもしれませんが、飲まない日は眠りの質が本当に良くな
ります。ぜひ挑戦してください。

杉本 正
まさみつ

充 さん（向原）
　以前は、毎日缶ビールと
ウイスキーを 3、４杯飲ん
でいましたが、２、３カ月
前から週１回お酒を飲まな
い日を作っています。飲む
量も 350㎖の缶ビール１本
に減らしました。
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23.7%64.2%

17
・
２
％

２
・
８
％

２
％

２
・
５
％

９
・
３
％

10
・
２
％

国

県

西会津町

アルコールと睡眠の深い関係

　アルコールは寝ている間に体からゆっくり抜け

ていきますが、その反動で眠りが浅くなります。

　また利尿作用でトイレが近くなったり、のどが

渇きやすくなったりします。寝るために飲酒をす

るのは避けましょう。

まさみみ

0

5

10

15

20

25

30

35

40 ※図①

「毎日」飲酒をする人の割合

西会津町　  　県　　　     国　

36.3

25.4 25.5

１合未満

１～２合

２～３合

３合以上

←適正
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◆私の夢――

　誰か１人でも笑顔にできるような大人になりたいで

す。 私は今までたくさんの人に支えられて、 笑顔で楽

しく生活することができていると感じています。

　なので、 私も人を笑顔にできるような大人になりたい

と思います。

◆努力していること――

　何事にも全力で、 最後まで諦めずにやりきることで

す。

◆未来の自分に一言――

　どんな時でも努力し続けられる人になってください。

　そして、 いつでも感謝することを忘れずに頑張ってく

ださい。

［  ２年 ・ 卓球部部長  ］

小
こ し ば

柴  望
み え

愛 さん

聞いて！わたしの夢

■ まちの人口

　　　　　10月1日現在    　    （前月比）

人　口　 　５，５９２人　　 （－５人）

男 　 　２，７３２人　　 （－２人）

女 　 　２，８６０人　　 （－３人）

世　帯　 　２，５２７世帯　　 （－１世帯）

■ お誕生おめでとう

青津　壱
いちはる

春くん　泰平・千莉奈　　縄沢

田澤　沙
さ ら

羅ちゃん　孝学・博美　　呼賀

■ お悔やみ申し上げます

船橋　榮一　（89）　 勉 父 　９町内２

武藤　雪子　（92）　志穂　祖母　下小島

成田　美惠子（97）　 仁 母 　端村

伊藤　德樹　（87）　徳伸 父 　呼賀

五十嵐　治　（93） 安部  あけみ 父 　宮野

戸籍の窓口   
（９月受付分）

　子どもたち。 これから

もいろいろな所に行っ

てたくさんの思い出を

作ってあげたい！

◆趣味

　奥さんとウォーキング

◆特技は？

　早起き

◆熱中していることは？

　MONSTER HUNTER 

NOW　一狩り行こうぜ

◆自分を一言で表現すると？

　夢中になると家族に呼ばれて

も気付かない

井
いのうえ

上 愛
ま な み

海  隊員

髙
たかはし

橋  一
か ず き

起 さん ［７町内］ 

また同級会の段取り

ヨロシク！

鈴木 裕紀さん （10 月号）

からメッセージ

協力隊リレーコラム

町民バトンタッチ

◆あなたのモットーは？

　好きなことには全力全開

◆最近感動したことは？

　娘が小学校で賞をもらったり、

息子が運動会で楽しそうにダン

スを踊っていて成長を感じたこと

◆これからやってみたいことは？

　家族でサイクリングロードを走

りたい

◆次の方を紹介してください

　Ｔ ・ E さん

　埼玉女子短期大学「おとめゆり
守り隊」として、安座地区のおと
めゆり保護活動を行う。大学卒業
後、西会津町に移住。

３
年
目
も
楽
し
み
な
が
ら
頑
張
り
ま
す
！

　

西
会
津
で
活
動
を
始
め
て
、
３
年
目
に
な
り
ま
し
た
！

　

町
で
声
を
か
け
て
く
だ
さ
る
方
や
美
味
し
い
野
菜
・
お
米

を
く
だ
さ
る
方
が
た
く
さ
ん
い
て
、
本
当
に
あ
っ
た
か
い
町

だ
な
、
来
て
よ
か
っ
た
な
と
日
々
実
感
し
て
い
ま
す
！

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
の
活
動
で
は
、
日
々
の
映
像
制
作
と

ア
ナ
ウ
ン
ス
業
務
に
加
え
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
公
式
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
の
運
営
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
今
年
６
月
か
ら

ア
カ
ウ
ン
ト
を
開
設
し
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
オ
フ
シ
ョ
ッ
ト

な
ど
を
中
心
に
投
稿
し
て
い
ま
す
。
視
聴
者
の
方
の
み
な
ら

ず
、
町
内
外
の
方
々
か
ら
反
響
を
い
た
だ
く
こ
と
も
多
く
、

私
自
身
と
て
も
楽
し
み
な
が
ら
運
営
し
て
い
ま
す
。
コ
メ
ン

ト
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

意
見
ご
感
想
な
ど
お
寄
せ
く
だ
さ
い
！
良
か
っ
た
ら
フ
ォ

ロ
ー
も
お
願
い
し
ま
す
！
（
笑
）

　

任
期
満
了
ま
で
わ
ず
か
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
就

任
当
初
に
掲
げ
た
、「
町
と
た
く
さ
ん
の
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
コ

ト
を
繋
ぐ
パ
イ
プ
役
に
な
る
」
を
胸
に
、
楽
し
み
な
が
ら
頑

張
り
ま
す
！

石川さんの百歳賀寿より
（令和５年９月 18 日撮影）

◀町ケーブルテレビ

公式インスタグラムをチェック
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　西会津町大字束松地内で昭和 53年 (1978)、林道建設工事をしていた時、ていた時、

道路西側法面に幅 60 ｍ・高さ 15 ｍ、53 度東に傾斜した漣
れんこん

痕（リップル（リップル

マーク）が現れました。漣痕とは地層が形成される時に堆積物の上を流れの上を流れ

る水流・波や風によって作られる微地形で、地層の表層に規則的な峰と谷的な峰と谷

からなる波形模様です。水流や波による場合は砂質の水底に、風による場風による場

合は砂丘表面などにできます。

地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介

にしあいづ物語100選にしあいづ物語100選　  その79その79
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この広報紙は、環境に優しい
⼤⾖油インキを使⽤しています。

今  

月  

の  

表  

紙

　

今
月
は
、
９
月
16
日
に
行
わ
れ

た
こ
ゆ
り
こ
ど
も
園
運
動
会
か

ら
。
練
習
し
た
ダ
ン
ス
を
披
露
す

る
園
児
た
ち
の
笑
顔
が
衣
装
に
負

け
な
い
く
ら
い
キ
ラ
キ
ラ
と
光
っ

て
見
え
ま
し
た
。

（
８
㌻
か
ら
関
連
記
事
）

編   

集   

後   

記

11
月
号
も
読
ん
で
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
広
報

紙
の
担
当
に
な
り
、
あ
っ
と
い
う

間
に
半
年
以
上
経
ち
ま
し
た
。
手

に
取
り
た
く
な
る
、
読
み
や
す
い

紙
面
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
ま

だ
ま
だ
で
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
の

ご
意
見
や
感
想
も
聞
か
せ
て
い
た

だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。（

伊
藤
）

今  

月 

の  

表  

紙

お  

詫  

び  

と  

訂  

正

10
月
号
12
㌻
の
タ
イ
ム
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
内
「
の
ん
ち
ゃ
ん
歌
謡

シ
ョ
ー
」
は
「
の
り
ち
ゃ
ん
歌
謡

シ
ョ
ー
」
の
誤
り
で
し
た
。
お
詫

び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

文：田崎  敬修

西会津地域が内湾だった頃の海底に残された波跡

　当地の漣痕は水底にできたもので、この付近に分布する塩
しおつぼそう

坪層（800 万年±

200 万年前）の最上部に形成された大規模な漣痕の露
ろと う

頭です。塩坪層は日本列島

が隆起し、海域がしだいに後退していた時代に、まだ会津盆地西域の西会津地域が

内湾だった頃の浅い海（会津地域最後の海）（図 1）に堆積した地層です。海底に

できる漣痕は海水の流れの種類（水流が前後に動く・一方向に動く）・水流の速さ・

海底の砂などの粒度組成・水深などに関連してさまざまな形のものがつくられます

が、峰の形から対称的漣痕と非対称的漣痕の２種（図 2）に分けられます。前者は

漣痕の峰がどちら側も同じ形をしているのに対し、後者は峰の形が両側で違ってい

ます。一般的に峰の形が対称的なものは前後に動く波によってつくられ、非対称的
なものは一方向に流れる水流によってつくられると考えられています。この漣痕

は細
さいれき

礫を含む凝
ぎょうかいしつ

灰質砂
さが ん

岩の表面にできており、波長（峰から次の峰、または谷か

ら次の谷までの距離）が 50 ～ 100㎝、振幅（谷から峰までの高さ）（図 3）が

10㎝前後と比較的大きく、非対称の波形をしていることから一方向に流れる水

流によってつくられたと考えられます。

　この漣痕表面のすぐ下に珪
けいかぼく

化木（地中に埋没した木が珪化した化石）があり、

内湾の多少塩分の低い海域に多く生息するフナクイムシの棲み跡が見つかってい

ます。フナクイムシが定着・穿
せんこう

孔に好適な水温は 25℃前後という研究と塩坪層

上部から温暖地性の落葉広葉樹に混じって常緑広葉樹の植物化石が産出している

ことから当時の気候は温暖だったことが分かります。漣痕層の一部が剥
はく り

離したり

していますが、会津地域に最後まで残っていた海域の古環境を知る上で学術的に

非常に貴重な露頭です。

（参考文献：西会津町史・別巻 1（自然）、会津若松市史 13（会津の大地））

（図２）

（図３）

（図１）会津最後の海（内海）

の時代（800 万年前頃）
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